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検討項目➀ 第６期計画における資源循環の推進（４Ｒ）に関する取組の表現方法

【事務局案】

「３R」が世間一般に浸透していること、また、「長野県脱炭素社会づくり条例」で規定されている

「リプレイス」の一層の浸透を図るため、第６期計画では「３Ｒ＋リプレイス」を用いたらどうか。

長野県脱炭素社会づくり条例（令和２年条例第39号）

（プラスチックの資源循環の推進）
第９条 県は、プラスチックの資源循環を推進するため、使い捨てのプラスチック製品等からのリプレイス（持続可能な脱炭素社会づくりに
資する素材及び製品への転換をいう。次条第１項において同じ。）、プラスチック廃棄物の発生抑制並びにプラスチックの再利用及び再生
利用に資する取組に努めるものとする。

２ 県は、前項の取組を推進するに当たり、市町村と協力してプラスチックの資源循環に関する基本的な施策の構築に努めるものとする。
３ 事業者は、プラスチックの使用量の削減、プラスチック代替素材の開発並びに代替素材を活用した製品の開発及び実用化に努めるものと
する。

４ 県民は、プラスチック廃棄物の削減につながる製品の選択及び市町村、事業者等が実施するプラスチック廃棄物の分別回収への協力に努
めるものとする。

【第１回専門委員会で出された意見・提案】

４Ｒが浸透していないのではないか。４Ｒではなく「３プラス１Ｒ」にした方が際立つのでは。
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